
○田村副議長 次に、奥岩議員。

〔奥岩議員質問席へ〕

○奥 岩議 員 会 派蒼 生 会、奥 岩で す。 令和８ 年３ 月定例 会に おき

まし て、 門脇議 員の 代 表質問 のよ なご っこ未 来計 画につ いて の関

連で 教育 環境に つい て 、また 移住 定住 対策に つい ての関 連で 人口

減少についての大要２点について質問させていただきます。

昨 日、 西野議 員か ら の質問 の中 でお 話があ りま した。 この たび、

ミラ ノ・ コルテ ィナ 冬 季オリ ンピ ック が開催 され てまし て、 皆さ

んも いろ いろと 記憶 に 残ると ころ が多 かった と思 います 。日 本勢

は冬 季オ リンピ ック メ ダル過 去最 多獲 得数、 そし てその 中で も私

も恐 らく 皆さん もそ う だと思 うん です けど、 かな り記憶 に残 った

のが 、フ リー歴 代最 高 得点を 叩き 出し て大逆 転劇 を見事 に制 し、

この 競技 で初の メダ ル にして 金メ ダル を獲得 され ました フィ ギュ

アス ケー ト・ペ アの り くりゅ うこ と三 浦璃来 選手 、木原 龍一 選手

の活 躍は 、非常 に日 本 人とし て誇 らし いもの であ り、ま た世 界で

もか なり 称賛さ れる も のであ りま した 。今、 こう やって 冬季 オリ

ンピ ック 終わり まし て 、非常 にフ ィギ ュアス ケー ト熱、 スケ ート

熱が 高ま ってま すん で 、市長 、い よい よ、先 ほど 塚田議 員の お話

にも あり ました が、 ア イスス ケー トリ ンク造 るな ら今じ ゃな いか

なと 思っ ており ます の で、今 日は その 質問で はご ざいま せん が、

いろいろとお話しさせていただきたいと思います。

さ て、 それで は教 育 環境に つい て質 問させ てい ただき たい と思

いま すが 、この 教育 環 境につ いて なん ですが 、こ ども基 本法 によ

りま して 、他の 自治 体 、米子 市も そう なんで すけ ど、い ろい ろな

動き が出 てきて おり ま す。ほ かの 自治 体さん の議 会の動 きを 見て



いま すと 、いろ いろ と 子ども 議会 が開 催され たり ですと か、 うち

の場 合は 、議会 の報 告 会にお きま して 高校生 を呼 んでい ろい ろと

意見 を聞 いたり とか 、 そうい った よう な動き があ ったり とか して

おり ます 。本市 にお き まして も地 域課 題の提 案型 の学習 が充 実し

てき たり ですと か、 い ろいろ な動 きが ある中 で、 子ども の意 見で

すと か提 案につ きま し て、ど のよ うに 市政で すと か教育 現場 で反

映さ れて いるの か、 こ ども総 本部 長と 教育長 、そ れぞれ に伺 いた

いと思います。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 初め に、 市政 への反 映に ついて お答 えさ

せて いた だきま す。 子 どもの 声が 反映 されま した 事例と いた しま

して 、東 山中学 校の 探 求学習 の一 環で 生徒が 作成 しまし た４ Ｒ推

進日 めく りカレ ンダ ー の製品 化や 駅南 の目久 美公 園の整 備に 当た

りま して の米子 工業 高 等専門 学校 の学 生のデ ザイ ン提案 など が挙

げられます。以上です。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 続き ま して、 教育 委員 会の取 組を お答え いた しま

す。 本市 では子 ども た ちから 出さ れた 意見や 提案 を話合 いの 場に

とど める ことな く、 具 体的な 取組 や学 校運営 の改 善につ なげ るよ

う努 めて おりま す。 各 学校で は学 級活 動や児 童会 ・生徒 会活 動に

おい て出 された 意見 を 、例え ば校 内ル ールの 改善 や生活 環境 の工

夫な どに 反映を して お ります 。ま た、 総合的 な学 習の時 間に おき

まし ては 、地域 防災 や 地域活 性化 など まちづ くり に関す る提 案を

まと め、 市役所 へ提 案 したり 、地 域に 出かけ て発 信した りし てお

りま す。 そのほ かに も 毎年８ 月に 開催 してお りま す、い わゆ る小



中サ ミッ トにお きま し ては、 各学 校の 自主的 な取 組や課 題を 協議

しま して 、そこ で出 さ れた意 見を 各学 校に持 ち帰 り、児 童会 ・生

徒会 活動 の充実 や学 校 生活の 改善 につ なげて おり ます。 今後 も学

習指 導要 領の趣 旨を 踏 まえま して 、子 どもの 意見 を教育 活動 や学

校運営に生かす取組の充実に努めていきたいと考えております。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 特 に教 育 委員会 さん にお かれま して は、こ のこ ども

基本 法云 々とい うよ り は、前 回の 学習 指導要 領に 沿って いろ いろ

と既 に対 応して いい た だいて いる とい うこと です ので、 引き 続き

頑張 って いただ きた い と思い ます し、 そのよ うに 毎年、 今い ろい

ろや って おられ るん で すけど 、そ れを さらに 発展 してい ただ けた

らなというふうに考えております。

こ ども 総本部 長さ ん のほう に伺 いた いんで すけ ど、先 ほど 御答

弁い ただ きまし た子 ど もの意 見で すと か提案 につ いてな んで すが、

今般 よな ごっこ 未来 計 画が策 定さ れま したが 、こ の計画 策定 に伴

いまして、どのように変わってきたのか伺いたいと思います。

○田村副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 よな ごっ こ未 来計画 策定 後の変 化に つい

てで ござ います が、 本 計画で は子 ども の主体 性や 意見の 反映 を重

視し てお りまし て、 意 見表明 の機 会・ 場所を 確保 し、施 策に 反映

させ るた めの取 組を こ れまで 以上 に進 めてい ると ころで ござ いま

す。 具体 的には 、今 年 度、中 高生 のふ るさと 教育 の授業 を活 用し

た意 見交 換の実 施や 、 よなご っこ ポー タルで の意 見を吸 い上 げる

仕組 みの 構築な どを 取 り組ん でき たと ころで ござ います 。今 後も

手法を工夫しながら継続的に取り組んでまいります。



○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 先 ほど の 教育委 員会 さん のお話 にも ありま した けど、

いろ いろ と取り 組ん で いかれ ると いう ことで すの で、引 き続 き計

画に 沿っ て、さ らに 計 画プラ スア ルフ ァで頑 張っ ていた だけ たら

なというふうに考えております。

さ て、 昨年６ 月、 伊 木市長 の就 任直 後の定 例会 におき まし て、

同僚 の稲 田議員 です と か、ま たあ と矢 田貝議 員さ んから も質 問が

あっ たと いうふ うに 記 憶して いる んで すけど 、教 育関係 の質 問の

中で 市長 は、イ ンク ル ーシブ 教育 につ いて重 点施 策とし て取 り組

んで いく という よう な 御答弁 がご ざい ました 。こ のイン クル ーシ

ブ教 育に ついて なん で すが、 障害 者の 権利に 関す る条約 です とか、

障害 者基 本法を 基に 、 共生社 会の 形成 に向け て障 がいの ある ない

にか かわ らず、 全て の 子ども たち がで きるだ け同 じ場で 学ぶ こと

を目 指す インク ルー シ ブ、日 本語 で直 訳しま すと 、包括 的な とか

そう いっ た意味 にな る んです けど 、教 育であ ると いうふ うに 認識

して おり ます。 この 教 育が進 みま すと 、その 教育 課程を 経た 子ど

もた ちが 社会で 活躍 す る時代 にな ると 、障が いの ある方 はそ れぞ

れの 特性 を生か した 社 会参加 をさ れた りです とか 、自立 した 生活

をさ れた りです とか 、 またそ れ以 外の 方々に つい ては障 がい 者の

方々 を理 解しな がら 共 生して いく とい う、現 代社 会の理 想像 にな

るん じゃ ないか なと い うふう に期 待を してお りま して、 まさ にそ

の政 策を 重点施 策と し て取り 組ん でい る本市 につ きまし て、 現在

の取 組状 況です とか 進 捗状況 、６ 月か ら３月 まで まだそ んな にそ

んなにないかなとは思うんですけど、伺ってみたいと思います。

○田村副議長 伊木市長。



○伊 木市 長 教 育の 部 分につ きま して は、こ の後 、浦林 教育 長か

ら答 弁を しても らい ま すけれ ども 、そ の前提 とな る話に つき まし

て私 のほ うから 答弁 を させて いた だき ます。 今ま さに議 員か ら御

紹介 いた だきま した と おり、 イン クル ーシブ 教育 でござ いま すけ

れど も、 これは 私た ち が社会 にお いて 、いろ んな 立場の 方が いら

っし ゃる という こと が あるわ けで ござ います けど も、障 がい を持

たれ た方 につい ても そ の一つ であ りま す。と ころ が障が いを 持た

れた 方と 例えば 街で 出 会った とき に、 どうい うふ うに対 応し てい

いの か分 からな いと い うこと が往 々に してな くは ないと いう 状況

もあ るん ではな いか と 思って おり ます 。つま り、 社会に 出て 初め

て、 そう した場 面に 出 会うと いう こと であっ ては 、この 共生 社会

とい うも のの実 現に は なかな か近 づか ないと いう ことが あり まし

て、 学校 時代か ら、 学 校で学 んで いる ときか ら、 そうし た環 境に

子ど もた ちを置 いて 、 自然に 差し 伸べ られる よう なそう いう 教育

とい うも のがで きな い かとい うこ とで 、イン クル ーシブ 教育 の推

進と いう ものを 重点 に 置いた とい うと ころで ござ います 。具 体的

なと ころ につき まし て は、教 育長 のほ うから 答弁 させて いた だき

ます。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 具体 的 な取組 状況 につ いて、 私の ほうか ら御 説明

を申 し上 げたい と思 い ます。 本市 では 、通常 の学 級と特 別支 援学

級と の学 校内の 交流 を 実施し まし て、 一部の 教科 学習で の共 同的

な学 びに 加えま して 、 朝の会 や帰 りの 会、給 食や 掃除、 また 学校

行事 など を共に 行っ て おりま す。 こう した日 常的 な関わ りを 通し

て支 え合 う経験 を積 み 、豊か な人 間性 を育ん でい るとこ ろで ござ



いま す。 そのほ かに は 、特別 支援 学校 に通学 する 児童生 徒に とっ

て地 域と つなが る機 会 が少な い現 状を 踏まえ まし て、特 別支 援学

校と 地域 の小中 学校 と の間で 、学 校間 交流や 居住 地交流 を実 施し、

児童 生徒 の交流 の機 会 の充実 を図 って おりま す。 今後さ らに 児童

生徒 が共 に学ぶ 機会 を 増やせ るよ う、 県教育 委員 会に対 しま して

特別 支援 学校と 地域 の 小中学 校と の一 層の交 流促 進を強 く要 望し

ているところでございます。

引 き続 き、障 がい の ある子 ども ない 子ども が共 に学び 、お 互い

を尊 重し 合う力 を育 む ため、 多様 な学 びの場 の整 備を図 ると とも

に、 共生 社会の 形成 に 向けた 教育 を着 実に前 進し ていき たい と考

えております。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 県 のほ う にも要 望さ れて いると いう ことで 、こ れや

ろう と思 うとや はり 予 算面い ろい ろと 単市で は難 しいと ころ もあ

ると 思い ますの で、 そ の辺り も積 極的 に取り 組ん でいた だけ たら

なと いう ふうに 思い ま す。ハ ード 面も もちろ んで すけど 、ソ フト

面の とこ ろ、現 場の 先 生方の とこ ろと かいろ いろ と気に なる とこ

ろは ござ います ので 、 そうい った とこ ろも踏 まえ て取り 組ん でい

ただきたいなというふうに考えております。

こ のイ ンクル ーシ ブ 教育な んで すけ ど、先 ほど 市長か らも 御答

弁い ただ きまし た。 私 も同じ よう な思 いで伺 わせ ていた だい てる

んで すけ ど、ま さに 、 今の少 子化 の時 代でお 子さ んたち が少 ない

から こそ 、一緒 に皆 さ ん協力 し合 いな がら、 それ ぞれの 特徴 を理

解し 合い ながら 生活 し ていく って いう ような こと が、言 葉は 適切

か分 かり ません が、 や りやす いと いう か、あ る意 味一緒 に勉 強し



てい く、 一緒に 生活 し ていく って いう ような こと がやり やす いよ

うな 時代 だとい うふ う に考え てお りま す。ま た、 先ほど 市長 の答

弁に もご ざいま した が 、お子 さん 、ち っちゃ い頃 は非常 に柔 軟性

が高 くて 、どう して も 我々大 人に なっ てくる とい ろいろ と固 定概

念じ ゃな いです けど 、 これは こう だと かこう だと か、あ る程 度自

分の 中で 、決め つけ て るわけ では ない んです けど 、どう して もそ

うい った 先入観 とか 意 識があ るん です けど、 子ど もの頃 は真 っさ

らで すの で、そ うい っ た頃か ら、 ふだ んから 助け 合える よう な生

活を して いただ いて 、 市長言 われ るよ うに自 然と 大人に なっ たと

き、 子ど もの効 果を し っかり と協 力し 合うよ うな 社会を つく って

いけたらなというふうに考えております。

す みま せん、 通告 は してな いん です けど、 県の ほうに 要望 もさ

れて るっ ていう こと だ ったん です けど 、こち ら感 触のほ うは どん

な感じだったかっていうのはお聞かせ願えますでしょうか。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 イ ンク ル ーシブ 教育 につ きまし ては 、小中 はこ れは

米子 市立 でいろ いろ と できる わけ でご ざいま すけ れども 、県 立米

子養 護学 校です とか 、 あるい は県 立皆 生養護 学校 など、 それ ぞれ

の養 護学 校につ きま し ては、 いず れも 県立で ござ います 。し たが

って 、小 中高と そう し たとこ ろに 通わ れる児 童生 徒さん がい らっ

しゃ るわ けでご ざい ま すけれ ども 、そ うした 学校 との交 流と いう

こと にな ります と、 や はり県 との 連携 という もの は非常 に重 要で

ある とい うふう に認 識 をして おり ます 。そう した 中で、 度重 ねて、

県に 対し てイン クル ー シブ教 育の 充実 という もの を要望 を出 して

いる わけ ですけ ども 、 だんだ んと よく なって きて いると いう こと



が私 の感 触でご ざい ま す。や っぱ り分 けたほ うが 、セパ レー トし

たほ うが より充 実し た 教育が でき るの ではな いか という のが 、こ

れが 恐ら く教育 界に お ける、 当初 にお ける先 入観 ではな かっ たか

なと いう ふうに 思い ま すが、 やは りイ ンクル ーシ ブ、一 緒に した

ほう がい ろいろ と学 ぶ ことも 多い 。こ れは障 がい を持っ た子 ども

だけ でな くて、 健常 な 子ども にと って 非常に 大切 な勉強 の場 にな

ると いう ことも あり ま すので 、そ のこ との理 解が 今徐々 に徐 々に

広がってきているのではないかなという感触を受けております。

も ちろ ん、具 体策 は 先ほど 米子 市に つきま して は浦林 教育 長か

ら答 弁が ござい まし た し、ま た県 は県 として 具体 策をや って いた

だい てい るわけ でご ざ います けど も、 より一 層、 このイ ンク ルー

シブ 教育 が充実 する よ うに、 また 我々 として も必 要な要 望と いう

ものは重ねていきたいというふうに思っております。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 急 遽に も かかわ らず 、あ りがと うご ざいま した 。い

ろい ろと 要望も して い ただい て、 さら に実績 とい います か、 いろ

いろ と協 力体制 も進 ん できて おら れる という よう なこと で安 心し

ました。

市 長お っしゃ られ る とおり です し、 少し私 も学 生時代 を思 い返

して みま すと、 海外 に いた際 には 、や はり学 校が 当時は イン クル

ーシ ブっ ていう よう な 意識し ては いな かった んで すけど 、一 緒に

学校 、学 ぶ場に いた り ですと か、 社会 活動を 一緒 にした りっ てい

うよ うな ことが あり ま した。 自然 と車 椅子の 生徒 さん、 学生 さん

の仲 間が いたり とか す ると、 誰か しら がドア を開 けると きに 手伝

って 待っ ていた りと か 、いる とき は手 伝って あげ るとか 、階 段も



手伝 って あげる って い うのが 、い つも 誰か同 じ人 がやる とい うわ

けで はな くて、 自然 と 周りに いる 人た ちがそ うい うこと をす ると

いう よう な社会 であ り ました んで 、日 本もだ んだ んそん な感 じに

なっ てく るのか なと い うとこ ろも 思い ますし 、ぜ ひ、米 子市 も先

駆け て、 県と協 力し な がら進 めて いた だけた らな という ふう に考

えております。

さ て、 通学路 の安 全 対策に つい ても 伺いた いと 思いま す。 こち

ら通 学路 なんで すけ ど 、通学 路等 につ きまし て、 学校で すと か子

ども 会さ ん、自 治会 さ んなど から いろ いろ毎 年毎 年要望 が、 ここ

はこ うい うふう にし た ほうが いい んじ ゃない かと いうよ うな 要望

が出 てく るとは 思う ん ですけ ど、 その 要望に 対し て、歩 道で すと

か、 車止 めです とか 、 ラバー ポー ル作 ってい ただ いたり です とか、

グリ ーン ベルト に塗 っ ていた だい たり とか、 いろ いろ対 応は して

いた だい てるん です け ど、そ うい った ような 要望 に対す る各 種対

応ですとか設置状況について伺いたいと思います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 令 和７ 年度に おき ます通 学路 の安

全対 策の 要望に 対す る 対応に つき まし てお答 えさ せてい ただ きま

す。 要望 に対し まし て 、白線 、グ リー ンベル ト、 速度抑 制の 路面

標示 やラ バーポ ール 、 転倒防 止の 柵を 設置し たと ころで して 、ま

たそ のほ かにも 、地 域 から安 全対 策と してカ ーブ ミラー 設置 の要

望が ござ いまし て、 現 地を確 認し 、設 置基準 に合 致した 箇所 につ

いては設置しているところでございます。以上です。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 い つも 対 応いた だい てお りまし て、 ありが たい と思



っております。この場をお借りいたしまして御礼申し上げます。

さ て、 これい ろい ろ 対応し てい ただ いてる んで すけど 、一 つ提

案を させ ていた だけ た らなと いう ふう に考え るん ですけ ど、 海外

では よく 見るん です け ど、最 近は 民間 の商業 施設 さんで すと か県

内で もた まに見 かけ る ことが ある んで すけど 、減 速帯と 言っ て、

ハン プっ て言っ て、 道 路にぼ こっ てな ってる 、わ ざと車 を、 その

まま 行っ ちゃう とぼ ん となっ て危 ない ので、 ゆっ くり減 速し て行

くよ うに ぼこっ とな っ ている 、ハ ンプ ってい うも のを、 減速 帯っ

てい うも のを設 置し た りって いう よう な事例 があ ったり とか する

んで すけ ど、こ うい っ た対策 も歩 行者 の安全 面か ら考え ます と、

非常 に有 効では ない か という ふう に考 えてお りま す。今 後の 取組

とい たし まして 、こ う いった もの をや っても いい かなと いう ふう

に考 えて おりま すが 、 このハ ンプ の導 入です とか 、また あえ て道

路を 広い ところ から 狭 くして 、ち ょっ と減速 して もらっ たり とか、

そう いっ たよう な取 組 はどう かな とい うふう に考 えるん です が、

これ らの ハンプ です と か狭窄 道路 、こ ういっ たも のの導 入を 念頭

に研 究を 始めて はど う かなと いう ふう に考え ます が、い かが でし

ょうか。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 車両の 速度 抑制 対策と いた しまし て、 物理

的な ハン プや狭 窄部 な どの設 置に つき まして は、 これま でも 検討

は行 って おりま すが 、 除雪作 業へ の支 障や通 行車 両によ る騒 音、

振動 が近 隣住民 など に 影響を 及ぼ すお それが ある など課 題が ござ

いま して 、設置 には 至 ってな いと ころ でござ いま す。そ の代 わり

と言 って はなん です け ども、 路面 標示 により 起伏 がある よう に見



せる イメ ージハ ンプ 、 こうい った よう なもの で対 応して おる とこ

ろでございます。

生 活道 路や通 学路 な どの安 全対 策が 必要な 箇所 につき まし ては、

引き 続き 地域の 実情 や 関係者 の意 見を 踏まえ 、対 策につ いて 検討

してまいります。以上です。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 既 に検 討 、研究 して いた だいて たん ですね 、あ りが

とう ござ いまし た。 確 かに、 言わ れれ ばその とお りでし て、 雪が

降っ て、 今年の 年明 け ですと か、 少し 前の２ 月の 頭です とか 、あ

れぐ らい 雪が降 ると な かなか 除雪 も大 変かな と思 います し、 その

とき に、 除雪を する と きにあ ると どう かなと 言わ れると 、確 かに、

なか なか 難しい かな と いうふ うに 考え ます。 いろ いろ対 応し てい

ただ いて るとい うこ と ですの で、 引き 続き場 合に よって 一番 いい

もの を導 入して いた だ けたら とい うふ うに思 いま すので 、こ れは

通学 路に 限らず です ね 、いろ いろ 歩行 者さん が使 われる よう なと

ころは、引き続き対応いただけたらというふうに思います。

さ て、 雪の話 を少 し したん です けど 、今年 の１ 月も少 し雪 が降

りま した よね、 年初 。 ２月の ほう が大 雪だっ たん で、あ まり 記憶

に残 って ないか もし れ ないん です けど 、１月 ３日 が大体 毎年 二十

歳を 祝う 会があ りま し て、雪 があ って なかな か大 変だっ たん じゃ

ない かな という ふう に 考えて おり ます 。この 二十 歳を祝 う会 、昔

は成 人式 と言っ てた ん ですけ ど、 こち らにつ いて は実行 委員 会さ

んの ほう で開催 され て おりま して 、先 ほど申 し上 げまし たと おり

１月 の３ 日に開 催さ れ てるん です けど 、１月 ３日 開催と なっ た経

緯について伺いたいと思います。



○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 １ 月３ 日開催 とな った経 緯に つい

てお 答え させて いた だ きます 。こ れに つきま して は、新 米子 市合

併前 から の経緯 もご ざ います ので 、そ こに若 干触 れなが ら説 明を

させ てい ただき ます 。 まず合 併前 の淀 江町に おき まして は、 成人

の日 に開 催して おり ま したけ れど も、 合併協 議の 中で、 合併 後は

米子 市の 例によ ると し たとこ ろで ござ います 。一 方、米 子市 にお

きま して は、平 成１ ６ 年度か ら１ 月３ 日開催 に変 更して おり まし

た。 その 理由と いた し まして は、 就職 や進学 など で市外 に居 住し

てい る対 象の方 が年 末 年始の 休暇 を利 用して 帰省 してい る時 期に

開催 を合 わせる こと で 、より 多く の方 が出席 でき るよう 、そ うい

った配慮をしたものでございます。以上が経緯でございます。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 多 くの 方 に参加 して いた だきた いと いうこ とで 、成

人の 日か ら３日 にな っ たとい うこ とだ ったん です けど、 こう いっ

たと ころ は時代 です と か参加 者さ ん、 主催者 さん の状況 によ って

柔軟 に対 応して いた だ きたい と考 えま すので 、今 の現状 でい いと

は考 える んです けど 、 ほかの 自治 体見 させて いた だきま すと 、こ

れが １月 じゃな くて 夏 にされ るよ うな ところ もあ るよう なん です

けど 、本 市にお きま し て、こ の参 加者 さんで すと か実行 委員 会さ

んの ほう から、 夏に 開 催して はと いっ たよう な御 意見は ある のか

伺いたいと思います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 夏 開催 に対し ます 意見に つい てで

ござ いま すけれ ども 、 過去の 参加 者の アンケ ート 結果に より ます



と、 夏の 開催を 希望 す る意見 は見 受け られな いと ころで ござ いま

す。 なお 、令和 ３年 に おきま して は、 新型コ ロナ ウイル ス感 染症

の影 響に より日 程を 延 期いた しま した が、感 染状 況の推 移や 出席

率を 考慮 いたし まし て 、同年 １０ 月１ ０日に 開催 したと ころ です。

その 際、 実行委 員会 か らは、 振り 袖等 の晴れ 着の 着用に 適し た、

そう いっ た時期 での 開 催を求 める 要望 があっ たと ころで ござ いま

す。以上です。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 １ ０月 と いいま すと 、ど っちか って いうと 、ま だ暑

くて ３０ 度超え るよ う な時期 かな と思 います ので 、そう 考え ると、

先ほ ど申 し上げ まし た 夏開催 は、 なか なか振 り袖 のこと を考 える

と現 実的 ではな いか な という ふう に考 えます 。い ろいろ と先 ほど

申し 上げ ました とお り 、その 都度 その 都度状 況に よって 対応 して

いた だい ている とい う ことで した ので 、引き 続き 、実行 委員 会さ

んと 協力 しなが ら、 こ れ二十 歳の 集い なんで すけ ど、昔 は成 人式

と言 って まして 、成 人 の日と いう 国民 の祝日 も１ 月にあ るも ので

すの で、 できれ ば祝 日 が一番 いい だろ うとい うふ うには 考え るん

です けど 、いろ いろ と 時代に 沿っ てそ の都度 その 都度見 直し をし

ていただけたらなというふうに考えます。

さ て、 次の質 問に 移 らさせ てい ただ きたい と思 います 。人 口減

少について伺いたいと思います。

さ て、 この人 口減 少 につい てな んで すけど 、冒 頭、ミ ラノ ・コ

ルテ ィナ オリン ピッ ク の話を させ てい ただい たん ですけ ど、 閉会

式、 皆さ ん見ら れま し たでし ょう かね 。お忙 しい けん、 あま り見

てお られ ないで すか ね 。閉会 式見 させ ていた だき ました ら、 閉会



式の 会場 がイタ リア ロ ーマの 世界 遺産 コロッ セオ で行わ れて いま

した 。こ れがで すね 、 古代ロ ーマ の建 造物で 約 2,０ ０ ０ 年 ぐ ら い

前 の 建 造 物 で 、 ５ 万 人 ぐ らい 収容 でき る施設 だそ うなん です けど、

そう いっ たとこ ろで 閉 会式が ある んで 、すご いな と思い なが ら見

てい まし て、ち ょっ と 興味が 湧い て、 いろい ろと 古代ロ ーマ につ

いて 少し 文献を あさ っ て読ん でみ たん ですけ ど、 当時の ロー マか

なり すご いなと いう と ころと 、あ と、 面白い こと にです ね、 当時

初代 皇帝 アウグ スト ゥ スさん 、皆 さん 御存じ の、 が古代 ロー マ帝

国を つく られた んで す けど、 当時 が今 の日本 の状 況とす ごい 酷似

して るな という ふう に 読ませ てい ただ きまし た。 何が似 てる のか

なと いい ますと 、人 口 がです ね、 都市 の集中 型に なって きて いた

りで すと か、住 宅費 が 、家賃 が上 がっ たりで すと か、建 物の 物価

が上 がっ てきた りで す とか、 あと また ぜいた く志 向にな った りで

すと か、 娯楽、 コロ ッ セオも そう なん ですけ ど、 娯楽が いろ いろ

と増 えて きて、 快楽 主 義です とか 個人 主義と 言わ れるよ うな とこ

ろが 出て きたよ うな 時 代で、 社会 問題 になっ てい たよう です 。そ

うな ると 何が起 こっ て いたか とい うと 、古代 ロー マでも 少子 化が

社会 問題 となっ てい た ようで 、い ろい ろと手 を替 え品を 替え 、法

律を つく ったり とか し て対応 され てい たよう です 。そう なっ てく

ると 、古 代ロー マで も 結婚さ れる 方が 減って きた りです とか 、そ

うい った とこも 起き て いて、 これ も少 子化の 要因 の一つ だっ たと

いうふうに言われているそうです。

先 ほど 申し上 げま し たとお り、 現代 日本に おき まして も、 この

晩婚 化で すとか 少子 化 が問題 にな って おりま して 、以前 、同 僚の

渡辺 議員 が質問 をし て いたん です けど 、完結 出生 児数、 こち らに



つい て質 問され てお ら れまし た。 この 完結出 生児 数なん です が、

婚姻 持続 期間が １５ 年 から１ ９年 の夫 婦の子 ども の数を 示し てお

りま して 、当時 の渡 辺 議員か らい ろい ろお話 があ ったん です けど、

私も いろ いろと 少子 化 を考え る上 で、 本市も これ 分析し たほ うが

いい んで はない かな と いうふ うに 考え るんで すけ ど、そ の後 、集

計ですとか分析は行っておられるのか伺いたいと思います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今御 紹介 ござ いまし た完 結出生 児数 でご

ざい ます が、こ れは 国 立社会 保障 ・人 口問題 研究 所、い わゆ る社

人研 でご ざいま すけ ど も、お おむ ね５ 年ごと に独 自に実 施さ れた

統計 調査 によっ て取 り まとめ た全 国の 指標で あり ます。 した がい

まして、本市独自の集計分析は行っていないところであります。

本 市と いたし まし て は、毎 年こ れ自 治体ご とで 数値が 公表 され

てご ざい ますが 、合 計 特殊出 生率 など の指標 を参 考とい たし まし

て、 各種 の分析 、あ る いは動 向把 握に 努めて いる ところ であ りま

す。以上であります。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 引 き続 き 研究し てい ただ ければ とい うふう に考 えま

す。 結婚 が全て とい う ふうに 言う わけ ではな いん ですけ ど、 現実

的な 全国 のデー タと い たしま して 、こ の数値 につ きまし ては 、現

在も 大体 1.９ 前 後 を 推 移 し て い た り で す と か 、 １ ９７０ 年代 、昭

和４ 、５ ０年代 から ２ ０００ 年当 初、 平成１ ０年 代です かね 、そ

の辺 りま ではず っと 2.２ ぐ ら い を 日 本 は 維 持 し て い た と い う よう

なこ とに なって おり ま す。人 口置 換水 準が 2.０ ７ と い う ふ う に 言

わ れ て お り ま す の で 、 この完 結出 生児 数単独 で見 ると、 少子 化対



策に つい ては、 婚姻 関 係にあ る方 々に 対して は政 策とし てう まく

いっ てる んじゃ ない か なとい うふ うに 考えて おり ます。 その よう

な中 であ ります ので 、 政府も 自治 体も まずは 結婚 してい ただ こう

とい うよ うなこ とで 、 いろい ろと 婚活 支援と いう ような とこ ろを

頑張っておられるというふうに理解をしております。

現 在、 国のほ うで は 、この 少子 化対 策とい うこ とで地 域少 子化

対策 重点 推進交 付金 、 こうい った もの がござ いま して、 これ も少

子化 対策 の一環 では な いかな とい うふ うに考 えて おりま す。 この

交付 金に つきま して 、 本市に おけ る直 近の活 用事 業とそ の実 績に

ついて伺いたいと思います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 から 今御 紹介あ りま した地 域少 子化

対策 重点 推進交 付金 で ござい ます が、 今年度 につ きまし ては ２つ

の事 業で 本市も 活用 し てござ いま す。 一つが 西部 地域振 興協 議会

で実 施を してお りま す 、いわ ゆる 婚活 事業で あり ます。 もう 一つ

は、 のび のび親 子教 室 という こと で、 子育て に対 する不 安の 解消

など を目 的とい たし ま して、 例え ば保 護者同 士の 交流で すと か、

個別 相談 に通年 で応 じ るよう な事 業に ついて 充当 してご ざい ます。

来年 度に おきま して も 、この ２つ の事 業のほ か、 若者の 出会 いだ

とか 交流 の機会 の場 づ くり、 さら には 、つな がり を支援 する サポ

ータ ー制 度の創 設な ど を含め まし て、 計９事 業で 申請を 行う 予定

としてございます。以上であります。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 ま た予 算 書のほ うも 確認 させて いた だきま すし 、来

年度 も期 待して おり ま すので 、引 き続 きいろ いろ な取組 をし てい



ただ けた らと思 いま す 。これ が正 解と いうの はな いと思 いま すの

で、 時代 時代に 即し て 、その 都度 合う ものを して いただ けた らな

というふうに思います。

交 付金 ですの で、 基 本的に は国 と県 と相談 しな がらと いう よう

なこ とで 、年度 ごと に 対応さ れる とい うこと なん ですけ ど、 県に

おい ては 、せん だっ て 県議会 の特 別委 員会の ほう で提言 がご ざい

まし た。 この中 で、 鳥 取県の 人口 が４ ０万人 台に なって も成 り立

つ県 を目 指しま しょ う という こと で、 その成 果指 標とい たし まし

て、 合計 特殊出 生率 が 1.９ ５ と い う ふ う に 設 定 さ れ て お ら れ ま し

た。 県の 人口が ４０ 万 ってい うの を聞 くだけ でも 少し衝 撃な んで

すけ ど、 その成 果指 標 が合計 特殊 出生 率 1.９ ５ と い う の も 、 こ れ

も ま た か な り 高 い 目 標 値だな とい うふ うに思 うん ですけ ど、 こう

いっ た県 議会の 特別 委 員会の 提言 がご ざいま した が、こ の内 容に

つき まし てはど のよ う に受け 止め てお られる のか 伺いた いと 思い

ます。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今ご ざい まし たその 提言 書でご ざい ます

が、 本県 の人口 減少 問 題に対 する 基本 認識を 共有 するた めに 取り

まと めら れたも のと 、 これは 伺っ てい るとこ ろで ありま す。 その

中で 触れ ていた だき ま したと おり 、２ つの目 標が 掲げら れて おり

ます 。一 つが人 口４ ０ 万人を 維持 する という こと であり ます が、

これ は、 社会保 障・ 人 口問題 研究 所、 社人研 が示 した人 口推 計の

中で 、２ ０５０ 年時 点 の県人 口４ ０万 人とい うの が設定 され てま

す。 これ を準用 され て いると いう ふう に伺っ てお ります 。ま たこ

れを 実現 するた めの Ｋ ＰＩと して 、今 御紹介 あり ました 、合 計特



殊出 生率 1.９ ５ の ほ か 、 社 会 増 と し て 年 間 ５ ０ ０ 人から 1,０ ０ ０

人 を 増 や し て い こ う と 、 こ う いっ たこ となど も定 められ てい るふ

うに 承知 をして ござ い ます。 私ど もと しては 、こ の目標 設定 自体

が、 強い 危機感 の表 れ ではな いか とい うふう に認 識はし てご ざい

ます 、受 け止め てお り ます。 また 、人 口減少 とい うのが 当面 継続

する こと が前提 とな り ますが 、社 会機 能を維 持し ていく ため には

一定 の人 口規模 が必 要 である と、 こう いった 認識 も共有 をし てい

るところであります。

一 方で 、やは りな か なかそ の高 いハ ードル 、成 果指標 を達 成す

るの はな かなか 高い ハ ードル であ ると いうの も認 識をし てご ざい

まし て、 現状の 分析 を 行いま すと 、や はり相 当な その対 策の 強化

です とか 、ある いは 社 会構造 その もの の転換 とい うのも 欠か せな

くな るの ではな いか と 、この よう な印 象を持 って いると ころ であ

ります。以上であります。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 ち なみ に 、現在 米子 市は 出生率 に関 しては 特に 目標

値は 定め ていな いん で すけど 、先 ほど の提言 を基 に、今 後出 生率

どの 辺り を目指 すの か ですと か、 各種 事業を どの ように 展開 して

いく のか ですと か、 そ ういっ たと ころ でもし お考 えがあ れば 伺い

たいと思います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり とい いまし ょう か、お 尋ね の件

でご ざい ますけ ども 、 本市に おき まし ては、 まち づくり ビジ ョン

です とか 、ある いは 各 種計画 など にお きまし て、 出生率 の目 標値、

これ は特 段定め てお り ません 。そ の理 由は、 仮に 定めた 場合 に、



政策 との 因果関 係と い うもの がな かな か見い だし にくい 指標 であ

ると いう ことが 、こ れ が一番 の理 由で ござい ます 。つま り、 何で

出生 率が 上がっ たの か 下がっ たの か、 これは 政策 の効果 なの かど

うな のか 、これ が非 常 に分か りに くい ことだ とい うふう に認 識を

して いる からで ござ い ます。 例え ば、 つい先 日で すかね 、報 道で、

全国 の都 道府県 別の 出 生数と か出 生率 のデー タが 公表さ れて おり

まし たけ ど、今 年に 関 しまし ては 、昨 年のデ ータ ですけ ども 、東

京都 が久 しぶり に増 加 に転じ たみ たい な話が あっ て、あ とは 石川

県除 いて 、全部 減少 し ていた とい う結 果でし たけ ども、 確か に、

東京 都は 少子化 対策 と 称した 様々 な子 育て支 援と いうも のを 充実

はさ せて はいる んで す が、例 えば 隣接 する神 奈川 、千葉 、埼 玉と

かで すね 、そう いっ た ところ との 間で 、いわ ゆる 子育て 世帯 の移

住が 起き てるん では な いかと いう 話も ありま す。 つまり 、子 ども

が全 体本 当に増 えて い るなら よい こと でしょ うけ れども 、そ の辺

の因 果関 係とい うの は 正直分 から ない とこあ るん ですね 。我 々も

この 少子 化対策 と称 し ていろ いろ 子育 て支援 など もやっ てる んで

すけ ども 、やり 過ぎ た 場合と いう 言い 方はち ょっ と変で すけ ども、

極端 に何 か、何 です か ね、恩 典を 出し た場合 に、 他の市 町村 との

間で 子育 て世帯 の移 住 を促進 する 可能 性って いう のも実 はこ れあ

りま して 、それ は本 当 に少子 化対 策な のかと 言わ れると そう でも

ない 。米 子市だ け見 れ ばもし かし たら 増える かも しれな いけ ども、

全体 とし ては別 に増 え ていな いと いう ような こと もあり ます 。し

たが って 、この 出生 率 につい ての 目標 値を特 段定 めてい ない とい

うの は、 今申し 上げ た ような 中身 の中 で、な かな か政策 との 因果

関係 とい うのが 見い だ しにく いも ので あると いう ふうに 考え てい



るからでございます。

し かし ながら 、そ う したこ とは 、そ れはそ れと して、 やは り出

生率 が維 持ない しは 向 上を目 指し て、 各種施 策、 これは 着実 に実

行し てい こうと いう 考 え方の 下、 政策 を遂行 して いるわ けで ござ

いま す。 具体的 には 、 本市独 自の 取組 もあり ます し、ま た県 との

協調 事業 なども 実施 を してお りま す。 今後に おき まして も、 結婚

や出 産、 あるい は子 育 てへの 希望 がか なえら れる ような 環境 づく

り、 これ につい ては し っかり と進 めて いきた いと 思って おり ます。

例え ば、 多胎児 出産 応 援助成 事業 です とか、 ある いは保 険適 用外

の不 妊治 療など につ き まして も、 県と 協調し たり 、ある いは 米子

市単 独で のそれ ぞれ 事 業があ った りし ますの で、 こうし た事 業を

引き続き充実させていきたいと、そのように考えております。

○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 市 長の お っしゃ ると おり でして 、視 察でい ろい ろと

関東 方面 行かせ てい た だきま すと 、東 京の何 々区 と言わ れる よう

なと ころ の子育 て支 援 政策で すと か、 そこの 近隣 の千葉 県の 何々

市さ ん、 神奈川 県の 何 々市さ んみ たい なとこ ろ、 お話を 伺わ せて

いた だき ますと 、東 京 がもう 全て いろ いろと 無償 化をす るの で、

我々 近隣 は、と にか く 財源的 には きつ くても 無償 化をし ない とな

かな か来 てもら えな い んだ、 住ん でも らえな いん だ、行 政と して

やっ てい けない んだ と いうよ うな お話 を伺う こと がかな り増 えて

きま した 。まさ にこ れ が都市 間競 争の 、いい 例な のか悪 い例 なの

かち ょっ と分か らな い んです けど 、行 政とし てど こまで やる のが

正解 なの かとい うの が 非常に 難し いと ころに はな るんで すけ ど、

先ほ ど御 紹介し まし た 古代ロ ーマ にお いても 、今 回文献 見て みま



すと 、ユ リア法 とい う ものが あっ たり ですと か、 パピア 法っ てい

うも のが 当時あ った よ うです が、 ユリ ア法の ほう が結婚 を義 務化

する 法律 をつく った り ですと か、 パピ ア法が いわ ゆる財 産取 得権、

最近 の日 本でよ くあ り ますよ ね、 第２ 子無償 化、 第３子 無償 化、

そう いっ たのを 当時 か らやっ てみ たっ ていう よう なこと があ りま

して 、短 期的に はこ れ 人口が 増え たみ たいな んで すけど 、中 長期

的に 見る とあま り効 果 がなか って 、形 骸化し てき たとい うよ うな

歴史 も既 に 2,０ ０ ０ 年 ぐ ら い 昔 か ら あ っ た り と か するの で、 なか

なか 政策 的にす るの は 難しい かな と思 います が、 今々、 現状 は現

状と して 、人が いな い とやは り集 団生 活とい うの は成り 立た ない

ので 、行 政の役 割と し てでき ると ころ は、今 御答 弁言っ たと おり

頑張 って いただ きた い と思い ます し、 御紹介 いた だきま した 事業

に関 して も、非 常に 評 価して おる とこ ろです んで 、いろ いろ とで

きる こと をやっ てい き たいな とい うふ うに考 えて おりま す。 こう

いっ た事 業の中 で、 県 の連携 事業 です とか共 同事 業につ いて 、現

在どのようなものがあるのか伺いたいと思います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 各種 取組 をし てござ いま す、子 育て 出産

支援 のほ か移住 定住 で すとか 、あ るい は教育 環境 の充実 を含 めま

して 様々 な事業 展開 を 図って ござ いま す。主 なも のを御 紹介 申し

上げ ます と、先 ほど も 市長か らも ござ いまし た不 妊治療 の助 成で

すと か、 あるい は１ ８ 歳以下 の医 療費 の無料 化、 ふるさ と教 育、

その ほか 婚活支 援の た めの情 報発 信、 こうい った ものを 含め まし

て、 今、 県と協 調し な がら取 り組 んで いると ころ であり ます 。以

上であります。



○田村副議長 奥岩議員。

○奥 岩議 員 こ うい っ たとこ ろも ぜひ 連携し て、 いろい ろと 情報

交換 もし ながら 進め て いただ きた いと いうふ うに 思いま す。 ちな

みに 、県 内のほ かの 自 治体さ んで いき ますと 、結 婚した とき にお

金が 、応 援金が もら え たりで すと か、 新婚さ んが 新居を 構え るで

すと か、 引っ越 しを す るとき に補 助金 がもら えた りとい った よう

な制 度が あるん です け ど、本 市に つき まして もこ ういっ たと ころ、

同様 に展 開する とい う か、ま ずは 研究 してみ ては どうか なと いう

ふうに考えますが、いかがでしょうか。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 が御 紹介 いただ きま したと おり 、近

隣の 自治 体にお きま し ても、 例え ば婚 姻に伴 って 住宅の 取得 費用

の支 援を 行うと か、 あ るいは 引っ 越し の費用 です ね、そ うい った

もの を補 助する とか 、 そのよ うな 支援 を行っ てい る例が ある とい

うこ とは 、私も 承知 を してご ざい ます 。本市 にお きまし ても 、結

婚新 生活 を迎え られ た 方々を 応援 する という 観点 での様 々な 給付

的な 支援 も行っ てき た ところ であ りま す。具 体的 には、 出産 ・子

育て 応援 給付金 のＪ － Ｃｏｉ ｎ加 算で すとか 、様 々な取 組は 継続

的に 行っ てまい りま し た。こ うい った 対策と 併せ て本市 とし ては

恒久 的な 対策、 この 充 実も必 要だ とい うふう に考 えてご ざい まし

て、 例え ば、５ 歳児 健 診の実 施な どを 取り組 んで きたと ころ であ

りま す。 いずれ も重 要 な視点 でご ざい ますの で、 他の自 治体 の例

も参 考と しなが ら、 対 策強化 に努 めて まいり たい という ふう に考

えております。

○田村副議長 奥岩議員。



○奥 岩議 員 引 き続 き よろし くお 願い いたし ます 。言葉 が適 切か

分か りま せんが 、米 子 市の場 合は 、い わゆる 東京 一極集 中の この

山陰 版か なとい うふ う に思っ てお りま すので 、ど こまで 行政 が子

育て に関 して、 出生 に 関して 支援 すべ きかと いう のは、 いろ いろ

悩ま しい ところ では あ るんで すけ ど、 お隣の 韓国 を見て みま すと、

急激 にこ の３０ 年で 出 生率が 落ち て 1.０ を 切 る よ う な 状 況 に な っ

て お り ま す の で 、引 き 続き行 政の ほう でも支 援し ていた だけ たら

なというふうに考えております。

さ て、 質問の 最後 に なりま すが 、２ 期８年 、当 局をは じめ 、執

行部 の皆 様、職 員の 皆 様、本 当に お世 話にな りま してあ りが とう

ござ いま した。 同僚 の 塚田議 員も 言っ ており まし たけど 、皆 様の

おか げで 一緒に 市政 を 前に進 める こと ができ まし たし、 私も 個人

的に いろ いろと 勉強 さ せてい ただ くこ とも多 い８ 年間で ござ いま

した 。ま た、壇 上の 皆 様にお かれ まし ては、 この ３月で 卒業 され

る方 もい らっし ゃる と 思いま すが 、ま たどこ かで 、米子 市の ため

に一 緒に 働ける 機会 が あれば なと いう ふうに 楽し みにし てお りま

すの で、 よろし くお 願 いいた しま す。 ありが とう ござい まし た。

以上で質問を終わらせていただきます。

○田村副議長 暫時休憩いたします。

午後２時５６分 休憩


